　第１１回うきは市ルネッサンス戦略推進協議会

議事要旨

日時：令和２年８月25日（火）14時～16時　

会場：るり色ふるさと館　１階　ホール

出席：（敬称略）

会長　狩野啓子　久留米大学文学部 特任教授

委員　森　禎久　九州経済産業局地域経済部地域経済課 地域創生担当参事官

志野久美子　九州厚生局健康福祉部 医事課長

　　　　　　満崎晴也　九州地方整備局企画部 事業調整官

　　　　　　金子　勝　九州農政局福岡県拠点 地方参事官室総括農政推進官（代理出席） 


後藤　明　日本政策投資銀行九州支店 企画調査課長


平塚敦章　筑邦銀行吉井支店 支店長 


海堀弘子　福岡銀行吉井支店 支店長


水町　明　西日本シティ銀行吉井支店 支店長


田村吉彦　うきは市社会福祉協議会 事務局長兼在宅福祉課長


平位秀敏　うきは市商工会 事務局長


石井信一　にじ農業協同組合 営農経済担当常務


樋口哲也　浮羽森林組合 専務理事長


古賀公彦　うきは観光みらいづくり公社 代表理事


関  健児　うきは市勤労者協議会 会長経験者

杉　俊明　御幸地区自治協議会 事務局長


大塚貴久子　浮羽青年会議所 監事経験者
 

處　愛美　うきは市教育委員会 委員

菊池美樹　浮羽中学校PTA 副会長
      

髙木亜希子　九州元気計画経験者
 

藤川由美　うきは市子ども子育て支援事業計画委員経験者

高橋和子　白壁レディース21 代表


樋口幸代　うきは翼の会 代表


副会長　今村一朗　うきは市 副市長


欠席　　　　飯野直美　福岡県企画・地域振興部 広域地域振興課 地域企画官


渋田祐一　西日本新聞社 浮羽支局長


1- 開会（事務局）
2- あいさつ（会長）
3- 報告事項

(1)令和元年度地方創生事業

（事務局説明後、質疑）

【委員】資料１について、結果ばかりで事業をやった成果や効果が見えにくい。何回会議をして何人集まってどうなったという過程がほしい。

【事務局】毎回、資料は事業の内容をどう伝えるか試行錯誤しながら作成しています。今回は写真を大きくして雰囲気が伝わりやすいように作成してみましたが、ご意見も踏まえて今後資料を作成していきたい。

【委員】ブランディングによる農林水産業の基幹産業化について、新規就農者育成支援が行われたということで、参考までに令和元年度に新規就農者が何人いたか教えてほしい。

【事務局】資料に掲載した施設はレインボーファームというトマト栽培を主とした研修施設で卒業生５名、現在研修性が１名。レインボーファームと別に、農政係で新規就農者として元年度に受け付けた方が２名です。

【委員】ルネッサンス戦略の４つの方向性に基づいてプロジェクトや事業が続いていくと思うが、それぞれの採択事業名が基本方針にどう紐付いているのか、関連性がどうなっているのかを整理した方が今後も理解しやすいと思う。

【事務局】地方創生推進交付金の５本の事業は、４つの基本方針の特定のものに紐付くというよりは各事業全部に紐付いており、これとは別にKPIも設定しているものです。

4- 検証事項

(1)ルネッサンス戦略の評価について

（事務局説明後、質疑）

【委員】全体に係る質問だが達成しなかったことを今後どう反映していくのかもう一度教えてほしい。

【事務局】計画を策定する際は必ず実施することを載せるのが通常ですが、ルネッサンス戦略は実現性を問わず、こうあったら良いなという想いを盛り込んで策定し、平成27年に議決を頂いて県内で一番早く策定しました。手探りで作ったところもあり、実施できなかったものもありますが、第２期の戦略を策定する際は担当課係が中心となって、自分たちの課題や使命を踏まえて、実現性の高い事業に特化した計画を作り上げていきたい。

【委員】資料２の①プロジェクト１は、すべてＣ判定だがこの事業はもうしないという意味か。また、プロジェクト６の「うきはの農業・林業拡大プロジェクト」について、昔、浮羽町はぶどう畑や柿畑が多かったが、今では荒廃地が増えてきている。そういった時に、外国人就農者が自分の国より、うきはで農業した方が良いといった方向性に持っていけないか考えている。

【事務局】プロジェクト１の藤波ダム周辺地域の施策について、ダム周辺地域には元採石場があり、その辺りでビジネスを展開できないか検討したが、かなりの急傾斜もあり実現できませんでした。市の重要な遊休地の一つであり水ビジネスに限らず、いろんな企業様からの引き合い等あれば他の事業も含めて活用の検討を続けていきたい。

外国人の就農者は、希望があれば当然就農へ繋げていきたい。１年にわたって雇用が必要な作柄であれば、雇い入れることは可能で、トマト農家などは受入を行っています。ただ、今のところ１年間常に雇い入れるというのが難しい農家も多いのが現状です。その辺りの雇い方について協議等を続けていきたいと考えています。先程新規就農者の件で、２名と回答しましたが、その２名は国の事業である「農業次世代投資家事業」という以前の青年就農給付金を活用して新規就農した方です。若い方が対象ですが、定年した後に就農される方もいます。そういった方たちも含めた新規就農者は８名となります。

【委員】いまトマトハウスが多く見られ、就農者もいると話を聞くが、需要と供給のバランスについて心配している。

【事務局】トマトの価格は５年前と比べるとかなり下がってきています。うきはではここ５、６年で７、８件の農業者の新しいハウスが建ち、少し心配していますが、今のこの価格帯が底ではないかと思っています。ＪＡなどと連携しながら農業者の経営が行き詰まらないような支援を検討していきますが、トマトを含め農産物の価格について危惧する状況です。また、外国人の就農について、新規で農業をしたいという方の支援は惜しまないつもりです。市外の方や外国人を問わず、やる気のある方がこの地域で頑張りたいということであれば支援していきたいと考えています。

【委員】ルネッサンス戦略について、最初からもの凄い事業量で、本当にできるのかと思うほど事業があるが、同時に自治協議会の活動と連携できるものもかなりあるのではと思う。

【委員】資料２で各担当部署が実際はここに掲載した個々の施策の中で継続性がないと判断したものもあると思う。それをどのように判断したのかという色分けを示して頂きたいのと、各プロジェクトごとの予算が入っておらず、費用対効果を見て判断できないので追加資料で出して頂きたい。また、表中のクエスチョンマークについて、評価できないという意味かと思うが、そうであればＣ評価と受け取っても良いのか。

【事務局】第２期計画を策定し始めた中で継続するか否か、費用対効果はどれほどかといった部分はこれから固まっていく部分であるため、時期が来ればそういった資料も検討してお示ししていきたいと考えています。KPIについては、実現可能性が低く、５年経っても数値の把握ができないものや実施が難しかった部分もあり、資料の表現にしています。次期計画では皆様の意見も取り入れて設定していきたいと思います。

【委員】水ビジネスについて話があったが、どこの採石場のことか。水が流れており、飲んだことがあるが、すばらしい水だった。有効に活用できるようにして頂けたらと思う。

【事務局】藤波ダムの下流に向かって右岸に市有地があり、水ビジネスに有望ではないかと話がありましたが、崖地や道路が狭いことからボーリング調査等が実施できず、県の条例等もあり、崖付近での開発ができなかったため、具体的な検討まで進んでいません。ただ、市の遊休地でありいろんな活用を考えていかなければなりません。

【委員】①のプロジェクト２のインバウンドの実績値について、Wi-Fi整備が２箇所とあるが、今の若い人たちはいろんなところでWi-Fiを活用しているし、このコロナ禍で今一度このWi-Fi設備について見直しを進めていかなければならないと思う。

【事務局】ここに記載した２箇所は観光会館土蔵とウキハコです。他の観光施設については、温泉等はほとんどの施設で整備済です。現在コロナの影響で必要性が高まり、整備が進められていますので、この数字も改善される見込みです。

【会長】この場所はWi-Fiが使えるといったマップなどあるか。

【事務局】いまのところありませんので、検討したいと思います。

【委員】Wi-Fiに関連して他言語の観光案内などでORコードをつければ良いのではないかと思う。既に２ヶ国語の案内を作っているのであればWi-Fi環境があって、ネットに繋いでORコードを読み取れば見れて便利であるし、改めて看板を作る必要もない。

【事務局】コロナ禍の状況を受け、オンライン化が進み、庁舎内もそういった環境を整備しないといけないと思います。ORコードの件も含めて担当課に伝えていきます。KPIについても、そういった時代に合ったKPIを設定していかなければならないと考えます。

(2)RESAS【地域経済分析システム】の検証

（事務局説明後、質疑）

【委員】うきは市の所得が他の市と比べてどれくらい伸びたかといった伸び率が分かると良い。

【会長】県全体が上がっているので、特別にうきは市が上がっているとは言えないのではないかということだと思う。

【委員】地域経済循環について、電子マネーの導入などが進んでいるが、商店の中には高齢の方が経営していることもあって、現金でやりとりしているケースが多いと思う。電子マネーは消費者としてはとてもメリットが多いが、市内に本社や本店がある会社にとってどれほどメリットあるのか、取り残される高齢者などは、地域経済の部分でどうなのかと率直に疑問に感じている。

【委員】電子マネーの導入にあたって従業員への教育に苦慮しているが、実施することで事務的な労働量がかなり軽減されるところもあり、企業としては難しくても実施していった方がメリットは大きいと思っている。

【委員】商売をするにあたって新しい時代のスタイルを構築していかないとどんどん取り残されていくのが現実である。セミナーや講習会なども40代など若い方の参加が多い。電子マネーは、地域経済活性化のために商品券を発行して評判は良かったが、本当にそれが小規模の事業主の方たちのために活用されているのかというとこも課題として改善していかなくてはいけない。

【委員】移住する方は、ある程度お金があって、それで戸建てを買うような人が多く、大野城や筑紫野、春日あたりは増えているように見える。人が移動するタイミングは、学校に行く時、就職・転職する時、家を構える時で、子どもの人口も増やすという戦略であれば、住みやすさを重視し、家を構える人たちをターゲットとした施策を進めることが所得額を上げていく上で重要だと感じている。

(3)ルネッサンス戦略人口ビジョンの検証及び将来推計

（事務局説明後、質疑）

【委員】15～19歳の社会減について、うきは市内に大学がないことを考えるとある程度は致し方ない気がする。できればその次の世代の就職する段階や、家を建てて家族と生活をしていこうという段階でうきは市に戻ってこられる環境をつくっていく方が本当は良いのではないかと思っている。

【会長】大学などの教育施設を建てると物凄くお金がかかる。住環境が素晴らしいということであれば、帰ってくることを推進する方が良いのではないかということだと思う。生活の中で、「水」が重要でうきはの場合もう少しアピールしたら良いと思う。観光大使などの有名な方にうきはの水をPRしてもらっても良いのではないか

【副会長】首都圏へトップセールスに行き、うきは市がどういった場所かを説明する中で、うきは市に行きたい、住みたいという方がここ数年多くなっているのは事実。残念ながら今回のコロナの影響で来れなくなった方も多数いるが、土台はできてきているので引き続きプロモーションを進めていきたいと思っている。今回のコロナの影響で、企業が東京にいる必要がないという考え方を持つ人が多くなった。うきはで日本全国あるいは世界を相手にした企業を誘致することもできるのではないかと考えており、そうすれば帰ってくる人も増えるのではないかと思う。都心部に向けてPRしていきたいと考えている。

【委員】毎朝小学校に通う孫に付いていっているが、子どもの安心安全のためにスクールバスを配置するなどして、うきはに行けば子どもが守られている安全面でのアピールも進めた方が良いと思う。また、子供が安心して遊べる公園もない。これから若者が結婚して子どもをどうやって産んでいくか、長年議論しているがなかなか進んでいない現実がある。

【会長】スクールバスなど、かなり具体的な提案であり、すぐに回答できないかもしれないが市の方で検討していただけたらと思う。

5- その他（次回開催日程について）
6- 閉会（事務局）
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